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（最高裁平成 28 年５月 25 日第一小法廷決定（1））
―信頼の原則を中心に―







































































































































































































































































































 （10）　西原・前掲注（7）101頁，脚注（三）。Gülde, Der Vertrauensgrundsatz 
als Leitgedanke des Straßenverkehrsrechts, JW 1938, S. 2785 によるもの
とされている。なお，英米不法行為法を元とする見解も存在する（樋口亮
介「刑事過失と信頼の原則の系譜的考察とその現代的意義」東京大学法科大






を 認 め た も の と し て，Stratenwerth, Arbeitsteilung und Ärztliche 
Sorgfaltspfl icht, Eb. Schmidt Festschrift zum 70, S. 386 ff . がある。他の観
点から適用を認めるものとして，Roxin, Strafrecht Allgemeiner Teil Band
Ⅰ4.Aufl , 2006, S.382. 等。 
 （12）　製造物責任について適用を認めるものとして，Kuhlen, Fragen einer 
308
strafrechtlichen Produkthaftung, 1989, S. 132. がある。他にも，Cramer/
Sternberg-lieben, in:Schönke/Schröder, Strafgesetzbuch, §15 Rn.223等。 
 （13）　西原・前掲注（7）59頁参照。 
 （14）　西原・前掲注（7）60 ～ 61頁参照。 
 （15）　西原・前掲注（7）44 ～ 45頁参照。 
 （16）　刑集61巻2号131頁以下。 
 （17）　東京地判平25・5・9，刑集70巻5号290頁以下。 
 （18）　前掲注（16）・刑集61巻2号131頁以下。 
